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島田病院　これからのケア
　平成25年8月の社会保障制度改革国民会議報告書にあるよ
うに「病院完結型の『治す医療』から地域完結型の『治し、支え
る医療』」がかなうよう私たちは地域での役割を果たしたいと
考えています。私たち「はぁとふるグループ」では、このような社
会環境の変化に対応するために、新たに取り組むことや強化
することがありますので、ご紹介します。
　私たちができることは運動器の分野に限られています。診療
としては、整形外科とリハビリテーションです。この診療のため
に、整形外科医に加えて、麻酔科医、内科医、リハ専門医が必
要です。運動器ケアとは、整形外科の診療だけではありませ
ん。運動療法を主体とした保存療法やどうしも改善しない場合
の手術療法、そして、その方の生きている上での目標をできる
だけかなえることができるよう、QOL維持に向けてのリハビリ
テーションが一体となったものを意味すると考えています。従っ
て、スポーツ選手に生じたケガや障害を対処するときにも、単に
治すだけではなく、現場にもとの能力、さらにはもと以上の力で
復帰し、いったん復帰すれば二度と同じことを起こさない予防
までも含めた対応を心がけています。そして、高齢者に生じた
運動器の問題に対しても同様です。単に、その傷んだ箇所を
修理するだけではなく、その方の生活環境や今後の希望、介
護の状況など総合的に把握して、ご本人･ご家族と一緒に対
策を検討します。

私たちが対応できること
　手術後のリハビリテーションを行うことで安全に自宅に帰るた
めのケアを提供するための入院、強い痛みで日常生活に不具
合が生じている方のために治療や介護を行うための入院、脳
卒中や脊髄損傷、交通事故で急性期の治療を終えた後に、
残っている機能障害など専門的なリハビリテーションを行い、で
きるだけもとの生活に戻ることを目的とした入院などにも、対応
することができるようになりました。今まで、病床の余裕がありま
せんでしたが、そういったことができるようになりました。
　さらに、地域包括ケア病棟として、自宅や介護施設での脱水
症状や低栄養、また感染症などに罹患した場合の入院も可能
となりました。
　在宅での生活をできるだけ安心して続けてもらうための後
方施設として、隣接する介護老人保健施設｢悠々亭｣や通所や
訪問サービスとともに、地域の皆さまや他の事業所の方々、そし
て行政の担当窓口とも交流の輪を強化し、ご希望やご家族の
計画を十分に伺いながら、最適な対応ができるように、組織の
再構成やスタッフの教育･研修を進めています。住み慣れた地
域で人生を全うするための｢地域包括ケア体制｣を確立するた
めに、この新病棟と、はぁとふるグループがお役に立ちたいと
願っています。

島田病院リニューアル
～「治し支えるケア」を提供するために～

平成29年、島田病院エントランス、Eudynamicsはびきのヴィゴラスがオープンします。

ケアの対象となるのは、このように多層的なものだと想定しています。

疾患

疾患を持つ患者･家族

疾患を持つ患者･家族が住む地域

5月にオープンした新病院は、これまで43床の
「リハビリテーション機能の充実した整形外科専門診療を行う急性期病棟」に加え、

45床の「地域包括ケア病棟」を開設し88床の病院になりました。 














